
(57)【要約】
　本発明は医学の分野に関し、医学、獣医学、バイオ産業、医薬品産業及び食品産業にお
いて家庭用目的、浴場、公衆便所、美容院などのために消毒組成物として使用される。本
発明は防腐手段としての処理目的で使用することができる。技術的結果は、製造が簡単で
安価かつ高い消毒及び防腐特性を有する無毒の医薬組成物の創造にある。本医薬組成物は
、弱硝酸、他の化合物との混合物中に 50％以上の輝鉄鉱を含有するアンモニア合成触媒廃
棄物残渣、クエン酸、エチルアルコール、芳香剤及び水を以下の成分比（質量％）で含む
：弱硝酸 0.3～ 10.0、アンモニア合成触媒廃棄物残渣 0.1～ 5.0、クエン酸 0.1～ 2.0、エチ
ルアルコール 0.1～ 5.0、芳香剤 0.05～ 0.1、残りは水。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 弱 無 機 酸 、 無 機 物 塩 及 び 溶 媒 を 含 ん で な る 医 薬 組 成 物 で あ っ て 、 無 機 酸 と し て 弱 硝 酸 を
用 い 、 無 機 物 塩 と し て 他 の 化 合 物 と の 混 合 物 中 に 50％ 以 上 の 輝 鉄 鉱 を 含 有 す る ア ン モ ニ ア
合 成 触 媒 廃 棄 物 残 渣 を 用 い 、 か つ 溶 媒 と し て 水 と エ チ ル ア ル コ ー ル を 用 い 、 該 溶 液 が さ ら
に ク エ ン 酸 と 芳 香 剤 を 含 み 、 上 記 成 分 を 以 下 の 成 分 比 （ 質 量 ％ ） で 含 む こ と を 特 徴 と す る
医 薬 組 成 物 。
　 　 弱 硝 酸 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0.3～ 10.0
　 　 ア ン モ ニ ア 合 成 触 媒 廃 棄 物 残 渣 　 　 　 0.1～ 5.0
　 　 ク エ ン 酸 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0.1～ 2.0
　 　 エ チ ル ア ル コ ー ル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0.1～ 5.0
　 　 芳 香 剤 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0.05～ 0.1
　 　 水 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 残 り
【 請 求 項 ２ 】
　 ア ン モ ニ ア 合 成 触 媒 廃 棄 物 残 渣 が 、 鉄 、 ク ロ ム 、 マ グ ネ シ ウ ム 、 亜 鉛 、 銅 及 び 他 の 元 素
の 酸 化 物 を 含 む 請 求 項 １ 記 載 の 医 薬 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ア ン モ ニ ア 合 成 触 媒 廃 棄 物 残 渣 が 、 ５ ０ ％ 以 上 の 輝 鉄 鉱 を 含 む 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 医
薬 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 弱 無 機 酸 、 無 機 物 塩 及 び 溶 媒 の 相 互 作 用 を 与 え る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 記 載 の 医
薬 組 成 物 を 得 る 方 法 で あ っ て 、 無 機 酸 と し て 硝 酸 を 用 い 、 塩 と し て ア ン モ ニ ア 合 成 触 媒 廃
棄 物 残 渣 を 用 い 、 溶 媒 と し て 水 と エ チ ル ア ル コ ー ル を 用 い 、 そ の 中 に ク エ ン 酸 、 芳 香 剤 を
加 え る 方 法 に お い て 、 前 記 成 分 を 以 下 の 成 分 比 （ 質 量 ％ ） で 、 ま ず ア ン モ ニ ア 合 成 触 媒 廃
棄 物 残 渣 と ク エ ン 酸 を エ チ ル ア ル コ ー ル と 共 に 均 質 塊 が 得 ら れ る ま で 混 合 し て か ら 弱 硝 酸
を 加 え 、 水 で 希 釈 し 、 加 熱 し て 透 明 フ ラ ク シ ョ ン が 得 ら れ る ま で 加 圧 下 で 静 置 し た 後 、 沈
殿 剤 で 精 製 し 、 芳 香 剤 を 加 え る こ と を 特 徴 と す る 前 記 方 法 。
　 　 弱 硝 酸 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0.3～ 10.0
　 　 ア ン モ ニ ア 合 成 触 媒 廃 棄 物 残 渣 　 　 　 0.1～ 5.0
　 　 ク エ ン 酸 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0.1～ 2.0
　 　 エ チ ル ア ル コ ー ル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0.1～ 5.0
　 　 芳 香 剤 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0.05～ 0.1
　 　 水 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 残 り
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 医 薬 組 成 物 の 構 成 要 素 の 混 合 及 び 相 互 作 用 が 閉 じ た 系 、 例 え ば 、 反 応 器 又 は 同 様 の
技 術 設 備 内 で 行 わ れ る 、 請 求 項 ４ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 反 応 器 内 の プ ロ セ ス が 25～ 90℃ の 温 度 及 び 1.013× 10 4 ～ 1.013× 10 5 パ ス カ ル の 圧 力 下 で
行 わ れ る 、 請 求 項 ４ 又 は ５ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ４ ～ ６ の い ず れ か い １ 項 記 載 の 方 法 で 得 ら れ る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 記
載 の 医 薬 組 成 物 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 記 載 の 医 薬 組 成 物 の 消 毒 薬 と し て の 使 用 。
【 請 求 項 ９ 】
　 消 毒 薬 に よ る 表 面 処 理 の た め の 医 薬 組 成 物 の 使 用 方 法 で あ っ て 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ
か １ 項 記 載 の 医 薬 組 成 物 で 処 理 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 消 毒 薬 に よ る 表 面 処 理 の た め の 医 薬 組 成 物 の 使 用 方 法 で あ っ て 、 請 求 項 ４ ～ ６ の い ず れ
か １ 項 記 載 の 方 法 で 得 ら れ る 医 薬 組 成 物 で 処 理 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
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【 請 求 項 １ １ 】
　 消 毒 薬 に よ る 表 面 処 理 の た め の 医 薬 組 成 物 の 使 用 方 法 で あ っ て 、 請 求 項 ４ ～ ６ の い ず れ
か １ 項 記 載 の 方 法 で 得 ら れ る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 記 載 の 医 薬 組 成 物 で 処 理 を 行 う
こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 完 全 に 被 覆 す る ま で 浸 漬 し 、 或 い は 湿 っ た ラ グ 又 は エ ア ロ ゾ ル 噴 霧 で き れ い に し 、 又 は
完 全 に 湿 る ま で 洗 浄 す る こ と に よ っ て 、 汚 染 表 面 を 処 理 す る 請 求 項 ９ ～ １ １ の い ず れ か １
項 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 記 載 の 医 薬 組 成 物 の 防 腐 手 段 と し て の 使 用 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 湿 っ た ラ グ 又 は エ ア ロ ゾ ル 噴 霧 で 表 面 を き れ い に す る こ と に よ っ て 、 或 い は 湿 っ た 包 帯
を 当 て る こ と に よ っ て 行 う 、 請 求 項 １ ３ 記 載 の 使 用 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 出 願 で 提 案 す る 発 明 は 、 医 学 の 分 野 に 関 し 、 医 学 、 獣 医 学 、 バ イ オ 産 業 、 医 薬 品 産 業
及 び 食 品 産 業 に お い て 家 庭 用 目 的 な ど の た め に 消 毒 手 段 と し て 使 用 さ れ る 。 本 発 明 を 防 腐
手 段 と し て の 処 理 目 的 で 使 用 す る こ と が で き る 。
　 公 知 な よ う に 、 消 毒 及 び 防 腐 手 段 は 病 院 及 び 他 の 健 康 施 設 で 表 面 の 抗 菌 処 理 の た め 広 く
使 用 さ れ て い る 。 こ の 手 段 は 感 染 疾 患 及 び 院 内 感 染 の 予 防 で 特 に 広 い 用 途 を 有 す る 。
　 通 常 の 抗 菌 物 質 は 以 下 の ３ 群 に 分 け る こ と が で き る ： １ ） 環 境 内 の 微 生 物 の 駆 除 の た め
に 使 用 す る 消 毒 手 段 ； ２ ） 創 傷 、 皮 膚 及 び 粘 膜 内 の 微 生 物 に 対 し て 局 部 的 に 使 用 す る 防 腐
手 段 ； ３ ） 感 染 疾 患 の 治 療 の た め に 使 用 す る 化 学 手 段 及 び 治 療 手 段 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 消 毒 手 段 作 用 の 範 囲 は ず っ と 広 い 。 そ れ ら は 生 き て い る 生 物 内 又 は 何 ら か の 物
質 内 又 は そ の 表 面 上 の 細 菌 の 成 長 を 破 壊 又 は 停 止 す る よ う な 範 囲 の 化 学 薬 品 を 意 味 す る 。
　 本 出 願 で 提 示 す る 医 薬 手 段 は 、 強 力 な 消 毒 特 性 の み な ら ず 実 質 的 な 防 腐 特 性 を 有 す る 。
　 上 記 特 性 で 特 徴 づ け さ れ る 多 く の 消 毒 手 段 が 知 ら れ て い る （ Pharmaceutical and Thera
peutic Reference Book, TRINUS F.P., p. 453, 477） 。 例 え ば 、 そ の ベ ー ス に 基 づ い て
作 ら れ る ホ ウ 酸 や ケ イ 酸 (silicum acid)及 び 異 な る 種 類 の 防 腐 手 段 の よ う な も の で あ る 。
そ れ ら の 感 染 表 面 上 で の 抗 菌 作 用 の 機 構 は 、 酸 媒 体 の 生 成 が 必 要 条 件 と な る 。 細 菌 細 胞 の
侵 入 の 結 果 、 そ れ ら が 解 離 に さ ら さ れ 、 そ こ で （ 細 菌 細 胞 内 ） 胚 乳 （ ア ル ブ ミ ネ ー ト ） の
結 合 及 び 沈 殿 を 生 じ さ せ る 。 こ れ ら 酸 は 弱 い 消 毒 薬 と 特 徴 づ け す る こ と が で き る 。
　 過 酸 化 水 素 と ギ 酸 を 混 合 す る プ ロ セ ス で 特 定 の 波 長 を 有 す る 紫 外 線 を 照 射 し て 得 ら れ る
消 毒 手 段 （ ソ ビ エ ト 発 明 者 証  N 1172514， A01N37/02） も 知 ら れ て い る 。
　 前 記 方 法 の 欠 点 は 、 混 合 成 分 の 紫 外 線 に よ る 照 射 操 作 に は 特 殊 な 設 備 及 び 装 置 が 必 要 で
あ り 、 技 術 的 に 複 雑 な こ と で あ る 。 さ ら に 、 紫 外 線 照 射 法 は 生 体 に 負 の 効 果 を も た ら す 。
前 記 方 法 の 実 行 で は 、 ギ 酸 及 び 過 酸 化 水 素 を 適 用 す る と 、 ヒ ト の 皮 膚 に 火 傷 を 生 じ さ せ 、
こ の 理 由 の た め 別 個 の 保 護 手 段 が 必 要 で あ る 。
　 広 く 普 及 し て い る 消 毒 手 段 “ Lysoformin-3000” （ “ Lysoform 3000” 使 用 の 方 法 論 的 説
明 書 , Dr. Hans Rosemann GmbH） も 知 ら れ て い る 。 こ れ は グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド 、 グ リ コ サ
ル (glycosal)、 塩 化 ジ デ シ ル ジ メ チ ル ア ミ ン と そ の 中 に 付 加 さ れ た 活 性 成 分 、 酸 化 防 止 剤
、 安 定 剤 、 着 色 剤 及 び 賦 形 剤 を 含 む 。 前 記 消 毒 手 段 を 得 る 技 術 的 プ ロ セ ス は 非 常 に 複 雑 で
あ る 。 同 時 に 、 そ の 適 用 前 に 、 気 道 、 皮 膚 及 び 目 を 保 護 す る 厳 格 な 安 全 規 則 を 遵 守 し な け
れ ば な ら な い 。 溶 液 の 適 用 後 に は 、 セ ッ ケ ン 水 で す べ て の も の を き れ い に し 、 か つ 蒸 留 水
で ダ ブ ル ク レ ン ジ ン グ す る こ と が 望 ま し い 。 同 時 に 、 こ の 消 毒 溶 液 は 自 己 引 火 性 特 徴 を 有
す る の で 、 一 般 的 使 用 で は ア ク セ ス で き な い 場 所 内 で 、 暗 く 、 空 気 対 流 式 ヴ ォ ー ル ト 内 で
貯 蔵 し な け れ ば な ら な い 。 こ の 溶 液 の 使 用 は メ ン テ ナ ン ス ス タ ッ フ の 中 毒 を 考 慮 す る と 危
険 で あ る 。
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　 過 酸 化 水 素 と フ ッ 化 カ リ ウ ム を 含 み 、 そ の 中 に プ ロ モ ー タ ー が 添 加 さ れ て い る 消 毒 手 段
“ Pharmadez” が 知 ら れ て い る （ イ ン タ ー ネ ッ ト ： hhttp://www.farmahim.ru, 製 剤 “ Farm
adez” , 20.05.2002） 。 驚 く べ き こ と に 、 前 記 消 毒 薬 が 最 終 目 標 を 達 成 す る の に か か る 作
用 時 間 は 60又 は 120分 で あ り 、 他 の 消 毒 薬 に 比 べ て 時 間 が か か り す ぎ る 。 同 時 に 、 過 酸 化
水 素 と フ ッ 化 カ リ ウ ム の 攻 撃 的 特 徴 に 注 意 す べ き で あ り 、 そ の 化 合 物 は 中 毒 及 び 火 傷 を 引
き 起 こ す フ ッ 素 酸 の よ う な 非 常 に 攻 撃 的 か つ 毒 性 の 物 質 を 生 じ る 。 こ の こ と が 、 そ れ ら の
安 全 基 準 及 び 安 全 手 段 を 遵 守 し て 適 用 し な け れ ば な ら な い 理 由 で あ る 。 そ れ ら の 貯 蔵 に は
特 殊 な 条 件 も 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ こ で 、 我 々 は 、 防 腐 手 段 と し て の 本 類 似 体 の 出 願 を 知 ら な い こ と に 注 意 す べ き で あ る
（ Pharmaceutic and Therapeutic Reference Book, TRINUS F.P., p.453, 477； Methodol
ogical Instructions of Using “ Lysoform 3000” , Dr. Hans Rosemann GmbH； イ ン タ ー
ネ ッ ト ： hhttp://www.farmahim.ru, 製 剤 “ Farmadez” , 20.05.2002） 。
　 本 発 明 の 目 的 は 、 高 い 消 毒 及 び 防 腐 特 性 を 有 す る 製 造 が 容 易 で 安 価 な 無 毒 の 医 薬 組 成 物
を 創 造 す る こ と で あ る 。
　 提 案 発 明 の 本 質 は 、 弱 無 機 酸 、 無 機 物 の 塩 及 び 溶 媒 を 含 ん で な る 医 薬 組 成 物 が 、 無 機 酸
と し て 弱 硝 酸 を 用 い 、 無 機 物 塩 と し て 、 他 の 化 合 物 と の 混 合 物 中 に 50％ 以 上 の 輝 鉄 鉱 を 含
有 す る ア ン モ ニ ア 合 成 触 媒 廃 棄 物 残 渣 を 用 い 、 か つ 溶 媒 と し て 水 と エ チ ル ア ル コ ー ル を 使
用 す る こ と に あ る 。 さ ら に 、 ク エ ン 酸 及 び 芳 香 剤 を こ の 溶 液 に 添 加 す る 。 前 記 組 成 物 は 、
以 下 の 成 分 比 、 質 量 ％ で 示 さ れ る 。
　 　 弱 硝 酸 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0.3～ 10.0
　 　 ア ン モ ニ ア 合 成 触 媒 廃 棄 物 残 渣 　 　 　 0.1～ 5.0
　 　 ク エ ン 酸 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0.1～ 2.0
　 　 エ チ ル ア ル コ ー ル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0.1～ 5.0
　 　 芳 香 剤 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0.05～ 0.1
　 　 水 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 残 り
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 医 薬 組 成 物 を 得 る 方 法 は 、 組 成 物 を 得 る た め 、 ま ず 、 他 の 化 合 物 と の 混 合 物 中 に 50％
以 上 の 輝 鉄 鉱 を 含 有 す る ア ン モ ニ ア 合 成 触 媒 廃 棄 物 残 渣 及 び ク エ ン 酸 を エ チ ル ア ル コ ー ル
と 均 質 塊 が 得 ら れ る ま で 混 合 後 、 弱 硝 酸 と 水 を 加 え る こ と を 特 徴 と す る 。 こ の 後 、 溶 液 を
加 熱 し 、 透 明 フ ラ ク シ ョ ン が 得 ら れ る ま で 加 圧 下 で 静 置 す る 。 溶 液 を 沈 殿 剤 で 精 製 し 、 芳
香 剤 を 加 え る 。 医 薬 組 成 物 は 以 下 の 成 分 比 、 質 量 ％ で 得 ら れ る 。
　 　 弱 硝 酸 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0.3～ 10.0
　 　 ア ン モ ニ ア 合 成 触 媒 廃 棄 物 残 渣 　 　 　 0.1～ 5.0
　 　 ク エ ン 酸 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0.1～ 2.0
　 　 エ チ ル ア ル コ ー ル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0.1～ 5.0
　 　 芳 香 剤 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0.05～ 0.1
　 　 水 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 残 り
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 で 提 示 す る 医 薬 組 成 物 は 消 毒 の た め に 使 用 さ れ る 。 本 組 成 物 は 、 高 い 化 学 的 安 定
性 で 特 徴 づ け ら れ る 。
　 本 発 明 で 提 示 す る 医 薬 消 毒 溶 液 を 用 い て 以 下 の 方 法 で 表 面 の 消 毒 を 行 う ： 完 全 に 被 覆 す
る ま で 浸 漬 し 、 或 い は 湿 っ た ラ グ 又 は エ ア ロ ゾ ル 噴 霧 で き れ い に し 、 或 い は 完 全 に 湿 る ま
で 洗 浄 す る 。 こ の 目 的 の た め 、 弱 硝 酸 と 、 他 の 化 合 物 と の 混 合 物 中 に 50％ 以 上 の 輝 鉄 鉱 を
含 有 す る ア ン モ ニ ア 合 成 触 媒 廃 棄 物 残 渣 と 、 ク エ ン 酸 と 、 エ チ ル ア ル コ ー ル と 、 芳 香 剤 と
水 を 含 ん で な る 医 薬 組 成 物 を 以 下 の 成 分 比 、 質 量 ％ で 使 用 す る 。
　 　 弱 硝 酸 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0.3～ 10.0
　 　 ア ン モ ニ ア 合 成 触 媒 廃 棄 物 残 渣 　 　 　 0.1～ 5.0
　 　 ク エ ン 酸 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0.1～ 2.0
　 　 エ チ ル ア ル コ ー ル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0.1～ 5.0
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　 　 芳 香 剤 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0.05～ 0.1
　 　 水 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 残 り
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 皮 膚 の 些 細 な 外 傷 の 治 療 用 の 防 腐 手 段 と し て 本 出 願 で 提 示 す る 医 薬 組 成 物 を 適 用 す る 。
　 以 下 の よ う に 提 案 医 薬 組 成 物 を 得 る 。
　 全 体 積 の 0.1～ 5.0％ の ア ン モ ニ ア 合 成 触 媒 廃 棄 物 残 渣 と 全 体 積 の 0.1～ 2.0％ の ク エ ン 酸
を 取 り 、 全 体 積 の 0.1～ 5.0％ の エ チ ル ア ル コ ー ル と 混 合 後 、 混 合 物 に 全 体 積 の 0.3～ 10.0
％ の 弱 硝 酸 を 加 え 、 100％ に な る ま で 水 を 補 充 し 、 上 述 し た す べ て の 成 分 を も う 一 度 混 合
し 、 25～ 90℃ で 加 熱 し 、 透 明 フ ラ ク シ ョ ン が 得 ら れ る ま で 1.013× 10 4 ～ 1.013× 10 5 パ ス カ
ル の 圧 力 下 で 静 置 し 、 こ の 透 明 フ ラ ク シ ョ ン を 別 の 容 器 に 注 ぐ 。 さ ら に 芳 香 剤 を 加 え る 。
溶 液 の 調 製 プ ロ セ ス 中 に 起 こ る 活 性 化 及 び 触 媒 プ ロ セ ス に よ り 均 質 か つ 活 性 な 混 合 物 が 得
ら れ る 。 同 時 に 、 本 混 合 物 は 潤 い を 与 え る 良 い 特 徴 で 区 別 さ れ る 。 こ の こ と は 、 適 用 時 に
経 済 的 で あ る 。
　 提 案 医 薬 組 成 物 を 得 る と き 、 適 用 成 分 の タ ー ミ ナ ル バ リ ュ ー よ り 少 な い か 又 は 多 い 量 を
使 用 す る と 、 得 ら れ る 消 毒 手 段 の 質 又 は 使 用 条 件 に 負 の 効 果 を も た ら す 。
　 弱 硝 酸 の よ う な 医 薬 組 成 物 に 含 ま れ る １ つ の 物 質 は 濃 酸 に つ い て 計 算 し て 与 え ら れ る 。
0.3％ 未 満 の 量 の 弱 硝 酸 は 殺 細 菌 特 性 及 び 殺 ウ イ ル ス 特 性 を 低 減 し 、 10％ を 超 え る と 混 合
物 の 質 と 特 性 に 負 の 効 果 を も た ら す 。
　 0.1％ 未 満 の 量 の ア ン モ ニ ア 合 成 触 媒 廃 棄 物 残 渣 は 、 得 ら れ る 最 終 生 成 物 を 不 安 定 に し
、 か つ 効 率 を 低 く し 、 5.0％ を 超 え る と 分 離 さ れ る 沈 殿 剤 の 量 を 増 や し 、 実 用 的 に は 化 合
物 の 品 質 を 良 く し な い 。 廃 棄 物 触 媒 は 触 媒 特 性 を 失 っ て お り 、 か つ 本 組 成 物 要 素 と の 複 合
体 で 非 常 に 有 効 な 消 毒 特 性 を 示 す こ と に 注 意 す べ き で あ る 。 や は り 、 使 用 済 触 媒 に 比 べ て
未 使 用 触 媒 の 適 用 は 、 異 な る （ ず っ と 効 率 の 低 い ） 消 毒 特 性 を 示 す 。
　 0.1％ 未 満 の 量 の ク エ ン 酸 を 使 う と 、 本 化 合 物 の 有 効 な 作 用 を 生 じ さ せ ず 、 2.0％ を 超 え
る と 溶 液 の pHの 急 な 変 化 を も た ら す 。
　 0.1％ 未 満 の 量 の エ チ ル ア ル コ ー ル を 使 う と 、 溶 媒 機 能 と し て 不 十 分 で あ り 、 5.0％ を 超
え る 量 で は 、 過 剰 な 希 釈 の た め 最 終 生 成 物 の 効 率 を 低 減 す る と 同 時 に 不 要 な 費 用 が 増 す 。
　 組 成 物 の 特 性 を 変 え ず 、 か つ 快 い 香 り を 有 す る よ う な 化 合 物 を 芳 香 剤 と し て 使 用 す る 。
　 均 質 化 合 物 を 得 る と き 、 普 通 の 水 を 溶 媒 と し て 使 用 す る 。
　 本 医 薬 組 成 物 を 得 る た め 、 一 価 の 酒 精 剤 － エ チ ル ア ル コ ー ル を 使 っ た 。 こ の 群 の 他 の 代
表 化 合 物 を 適 用 し て も 同 様 の 技 術 的 効 果 を 与 え る だ ろ う が 、 そ れ ら は 毒 性 な の で そ の 使 用
を 差 し 控 え る 。 本 発 明 の 目 的 は 、 安 全 な 万 能 消 毒 手 段 を 得 る こ と で あ る 。
　 我 々 が 使 用 す る 有 機 酸 で あ る ク エ ン 酸 は 三 価 の ヒ ド ロ キ シ 酸 を 代 表 す る 。 一 価 及 び 二 価
の 有 機 酸 の 適 用 は 、 硝 酸 と の 反 応 で 容 易 に 引 火 し う る 爆 発 性 物 質 を 与 え る の で 許 容 で き な
い 。
　 こ の 方 法 で 生 成 さ れ る 医 薬 組 成 物 で は エ ス テ ル 化 が 起 こ り 、 同 時 に 非 常 に 安 定 し た 効 果
の あ る 化 合 物 を 得 る こ と が で き る 。 エ ス テ ル 化 の プ ロ セ ス は 以 下 の 概 略 モ デ ル に 従 っ て 行
わ れ る ： 酸 か ら ヒ ド ロ キ シ ル が 引 き 出 さ れ 、 酒 精 剤 か ら 水 素 が 引 き 出 さ れ る 。 エ ス テ ル 化
の 両 プ ロ セ ス は 可 逆 で あ る 。
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 エ チ ル ア ル コ ー ル が ク エ ン 酸 と 反 応 し 、 結 果 と し て 水 と 合 成 エ ス テ ル を 得 る 。
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【 化 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　 エ チ ル ア ル コ ー ル と 硝 酸 が 水 と 合 成 エ ス テ ル を 発 生 さ せ る 。
　 合 成 エ ス テ ル は 容 易 に 加 水 分 解 さ れ る 。 合 成 エ ス テ ル は 水 中 で 分 解 し て 最 初 の 成 分 に な
る 。 エ ス テ ル 化 の 可 逆 特 性 の た め 、 最 終 的 に 化 学 平 衡 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 医 薬 組 成 物 は 、 反 応 器 又 は 同 様 の 技 術 的 設 備 内 で 得 ら れ る 。 反 応 器 に 入 れ た 溶 液 を 25
℃ ～ 95℃ の 温 度 に 加 熱 し 、 こ の 温 度 で 透 明 フ ラ ク シ ョ ン が 得 ら れ る ま で 1.013× 10 4 ～ 1.01
3× 10 5 パ ス カ ル の 圧 力 下 で 静 置 す る 。
　 反 応 器 内 で 等 容 プ ロ セ ス が 起 こ る 。 プ ロ セ ス 中 、 反 応 容 器 内 の 溶 液 の 体 積 、 温 度 、 密 度
、 pH及 び 圧 力 は 自 動 様 式 で 調 節 さ れ る 。 そ れ ら の 比 は 一 定 値 で あ る 。
　 本 化 学 プ ロ セ ス の 成 分 で 反 応 器 の 容 積 の 70％ ま で 充 填 す る 。 反 応 器 の 使 用 で 原 料 と 電 力
を 節 約 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 〔 本 医 薬 組 成 物 を 得 る 方 法 の 具 体 例 〕
　 実 施 例 １ ： 0.1％ の ア ン モ ニ ア 合 成 触 媒 廃 棄 物 残 渣 と 0.1％ の ク エ ン 酸 を 取 り 、 容 器 内 で
0.1％ の エ チ ル ア ル コ ー ル と 混 合 し 、 0.3％ の 弱 硝 酸 を 加 え 、 水 で 100％ 充 填 し 、 上 記 す べ
て の 成 分 を 混 ぜ 合 わ せ 、 75℃ に 加 熱 し 、 透 明 フ ラ ク シ ョ ン が 得 ら れ る ま で 7.0× 10 4 パ ス カ
ル の 圧 力 下 で 静 置 す る 。 透 明 フ ラ ク シ ョ ン を 別 個 の 容 器 に 注 ぐ 。 得 ら れ た 物 質 の 、 細 菌 で
飽 和 し た 生 理 溶 液 に 及 ぼ す ６ 時 間 の 効 果 は 、 20分 後 に 100％ の 殺 細 菌 及 び 殺 ウ イ ル ス 効 果
を 与 え る 。
　 実 施 例 ２ ： 1.0％ の ア ン モ ニ ア 合 成 触 媒 廃 棄 物 残 渣 と 0.8％ の ク エ ン 酸 を 取 り 、 容 器 内 で
1.0％ の エ チ ル ア ル コ ー ル と 混 合 し 、 1.5％ の 弱 硝 酸 を 加 え 、 水 で 100％ 充 填 し 、 上 記 す べ
て の 成 分 を 混 ぜ 合 わ せ 、 55℃ に 加 熱 し 、 透 明 フ ラ ク シ ョ ン が 得 ら れ る ま で 7.0× 10 4 パ ス カ
ル の 圧 力 下 で 静 置 す る 。 透 明 フ ラ ク シ ョ ン を 別 個 の 容 器 に 注 ぐ 。 得 ら れ た 物 質 の 、 細 菌 で
飽 和 し た 生 理 溶 液 に 及 ぼ す ６ 時 間 の 効 果 は 、 ５ 分 で 100％ の 殺 細 菌 効 果 を 示 し 、 20分 間 で
殺 ウ イ ル ス 効 果 を 示 す 。
　 実 施 例 ３ ： 1.5％ の ア ン モ ニ ア 合 成 触 媒 廃 棄 物 残 渣 と 1.5％ の ク エ ン 酸 を 取 り 、 容 器 内 で
2.5％ の エ チ ル ア ル コ ー ル と 混 合 し 、 5.0％ の 弱 硝 酸 を 加 え 、 水 で 100％ 充 填 し 、 上 記 す べ
て の 成 分 を 混 ぜ 合 わ せ 、 45℃ に 加 熱 し 、 透 明 フ ラ ク シ ョ ン が 得 ら れ る ま で 4.0× 10 4 パ ス カ
ル の 圧 力 下 で 静 置 す る 。 透 明 フ ラ ク シ ョ ン を 別 個 の 容 器 に 注 ぐ 。 得 ら れ た 物 質 の 、 細 菌 で
飽 和 し た 生 理 溶 液 に 及 ぼ す ６ 時 間 の 効 果 は 、 ５ 分 で 100％ の 殺 細 菌 効 果 を 示 し 、 10分 間 で
殺 ウ イ ル ス 効 果 を 示 す 。
　 実 施 例 ４ ： 5.0％ の ア ン モ ニ ア 合 成 触 媒 廃 棄 物 残 渣 と 2.0％ の ク エ ン 酸 を 取 り 、 容 器 内 で
5.0％ の エ チ ル ア ル コ ー ル と 混 合 し 、 10.0％ の 弱 硝 酸 を 加 え 、 水 で 100％ 充 填 し 、 上 記 す べ
て の 成 分 を 混 ぜ 合 わ せ 、 35℃ に 加 熱 し 、 透 明 フ ラ ク シ ョ ン が 得 ら れ る ま で 4.0× 10 4 パ ス カ
ル の 圧 力 下 で 静 置 す る 。 透 明 フ ラ ク シ ョ ン を 別 個 の 容 器 に 注 ぐ 。 得 ら れ た 物 質 の 、 細 菌 で
飽 和 し た 生 理 溶 液 に 及 ぼ す ６ 時 間 の 効 果 は 、 ５ 分 間 で 100％ の 殺 細 菌 効 及 び 殺 ウ イ ル ス 効
果 を 与 え る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 表 面 を 消 毒 す る た め の 本 組 成 物 の 使 用 は 、 い く つ か の 方 法 で 行 う こ と が で き る 。 エ ア ロ
ゾ ル 法 を 用 い る 特 定 の 場 合 、 消 毒 薬 適 用 の 技 術 的 プ ロ セ ス が 改 良 さ れ る 。
　 消 毒 溶 液 で 処 理 す る 前 に ア イ テ ム の 表 面 を 普 通 の 常 法 で い ず れ の 物 理 的 及 び 有 機 的 汚 染
も き れ い に し な け れ ば な ら な い 。
　 消 毒 溶 液 と し て 使 用 す る 提 案 医 薬 組 成 物 は 、 表 面 に 結 合 し て 表 面 を 硬 化 さ せ る 高 分 子 有
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機 物 質 （ 脂 肪 、 タ ン パ ク 質 、 炭 化 水 素 な ど ） を 表 面 か ら 容 易 に き れ い に す る 点 で 現 存 組 成
物 と は 異 な る 。 こ の よ う な 場 合 、 現 存 す る 類 似 品 は 、 作 用 溶 液 を 汚 染 し て い る 該 高 分 子 有
機 物 質 を 溶 か し て し ま い 、 類 似 消 毒 溶 液 は さ ら に 消 毒 用 に 使 用 で き な く な る 。
　 我 々 の 場 合 、 硬 化 し た 有 機 物 質 を 分 離 す る 簡 単 な 実 験 室 の 方 法 で 消 毒 溶 液 を ろ 過 す る こ
と が で き 、 該 溶 液 を さ ら に 使 用 す る こ と が で き る 。
　 作 用 及 び 希 釈 の 条 件 に 従 う 提 案 消 毒 手 段 は 、 以 下 の 種 類 の 細 菌 及 び ウ イ ル ス に 対 し て 静
菌 性 （ 細 菌 の 成 長 と 増 殖 を 減 ら す ） 、 又 は 殺 菌 作 用 （ 細 菌 を 殺 す ） を も た ら す （ 表 １ 及 び
表 ２ 参 照 ） 。 表 １ 及 び 表 ２ 中 の 記 号 ： ＋ は 細 菌 及 び ウ イ ル ス の 成 長 を 意 味 し ； － は 成 長 が
観 察 さ れ な か っ た こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 の 条 件 は 本 提 案 組 成 物 の 抗 -細 菌 及 び 抗 -ウ イ ル ス 効 果 に 影 響 す る 。
－ 消 毒 溶 液 の 濃 度 と そ の 解 離 度 。 濃 度 が 高 い ほ ど 効 果 が 大 き い ；
－ 消 毒 溶 液 作 用 の 持 続 性 。 作 用 時 間 を 増 や す こ と で 効 率 が 増 し 、 減 ら す と 効 率 が 減 る ；
－ 作 業 表 面 上 に 存 在 す る 高 分 子 有 機 物 質 に よ る 汚 染 度 。 高 分 子 有 機 物 質 で 汚 染 さ れ た ア イ
テ ム を 消 毒 す る と き 、 抗 -細 菌 及 び 抗 -ウ イ ル ス 力 は 低 減 し 、 逆 も ま た 同 様 に 汚 染 度 と 量 に
応 じ て 該 力 が 増 す ；
－ 消 毒 薬 の 温 度 。 消 毒 溶 液 の 温 度 を 上 昇 又 は 低 下 さ せ る と 、 （ 多 く で は な い が 、 そ れ で も
） 消 毒 溶 液 の 効 力 を 高 め 、 又 は 低 減 す る ；
－ 細 菌 及 び ウ イ ル ス の 種 類 。 同 濃 度 の 消 毒 溶 液 の 場 合 、 す べ て の 可 能 な 細 菌 及 び ウ イ ル ス
に 同 等 の 力 （ 同 じ 結 果 ） で 溶 液 が 効 果 を 及 ぼ す わ け で は な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 パ ブ リ ッ ク ス ペ ー ス （ 学 校 、 幼 稚 園 、 マ ー ケ ッ ト 、 家 庭 的 対 象 、 映 画 館 ） で の み な ら ず
、 家 具 、 サ ニ タ リ ー 設 備 及 び 技 術 設 備 、 レ ス ト ラ ン 及 び 実 験 室 の ガ ラ ス 製 品 、 リ ネ ン 、 医
用 ス ト ッ ク の 処 理 の た め 、 テ キ ス タ イ ル 製 品 の 清 掃 及 び 消 毒 の た め ； 患 者 の 分 泌 物 を 中 和
す る た め ； 院 内 感 染 と 戦 う た め に 消 毒 薬 と し て 本 医 薬 組 成 物 を 適 用 で き る 。 提 案 し た 製 法
に よ り 、 医 療 及 び 予 防 施 設 で 使 用 さ れ る ゴ ム 、 プ ラ ス チ ッ ク 、 ガ ラ ス 、 金 属 製 の い ず れ の
ス ト ッ ク を も 処 理 す る こ と が で き る 。
　 本 医 薬 組 成 物 は 、 以 下 の 特 性 で 特 徴 づ け ら れ る ：
－ 最 小 濃 度 の 活 性 作 用 の 適 用 で 即 座 に 開 始 さ れ ；
－ 処 理 し た 表 面 上 に 痕 跡 を 残 さ ず に 迅 速 に 乾 燥 す る 。
　 処 方 及 び 作 用 機 構 に 従 う 抗 -細 菌 物 質 と し て の 提 案 医 薬 組 成 物 は 、 酸 特 性 を 有 す る 消 毒
薬 の 群 に 関 す る も の で あ る 。
　 本 医 薬 組 成 物 の 化 学 的 及 び 生 物 学 的 本 質 は 簡 単 に 説 明 す る こ と が で き る 。
　 濃 度 に 応 じ て 組 織 に 局 所 効 果 を 及 ぼ す 間 に 酸 媒 体 は 結 合 作 用 （ 弱 希 釈 中 ） 、 又 は 刺 激 作
用 、 壊 死 作 用 （ 高 希 釈 ） を 生 じ さ せ る 。 上 述 し た 酸 媒 体 の 作 用 は 、 タ ン パ ク 質 が 水 を 失 っ
て 縮 合 す る と き （ ア ル ブ ミ ネ ー ト ） の 酸 媒 体 と タ ン パ ク 質 の 作 用 に 基 づ く 。 強 酸 媒 体 を 適
用 す る 場 合 、 生 じ る ア ル ブ ミ ネ ー ト は 安 定 で あ り 、 こ の た め 組 織 損 傷 は 表 在 性 で あ る （ い
わ ゆ る 凝 固 壊 死 ） 。 前 記 機 構 は 、 酸 媒 体 の 抗 -細 菌 作 用 も 必 要 条 件 と し 、 細 菌 細 胞 内 の 侵
入 の 結 果 と し て そ れ ら は 解 離 し や す く 、 そ こ で （ 細 菌 細 胞 内 で ） 結 合 及 び 沈 殿 を 起 こ す 。
結 果 と し て 、 細 菌 は 殺 さ れ 、 或 い は そ れ 以 上 発 育 及 び 増 殖 し な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 医 薬 組 成 物 の 希 釈 度 及 び そ の 効 果 を 表 ３ に 示 す 。 表 面 消 毒 に つ い て 行 っ た 実 験 の 結 果
を 表 ４ に 示 す 。 通 常 の 記 号 は 以 下 の よ う に 解 釈 す る も の と す る 。
---　 消 毒 さ れ た
○ 　  部 分 的 に 消 毒 さ れ た
＋ 　  消 毒 さ れ ず
　 研 究 は 以 下 の 条 件 で 行 っ た ： 空 気 湿 度 75～ 86％ ； 消 毒 薬 溶 液 温 度 ； 倉 庫 建 物 内 の 空 気 温
度 は 10℃ 以 上 。
　 同 時 に 、 １ リ ッ ト ル の 0.5％ 溶 液 を 得 る た め 50mlの 10％ 濃 縮 物 を 1.0％ 用 に は 100ml、 2.0
％ 用 に は 200ml取 り 、 残 り は 水 で あ る 。 希 釈 に は 普 通 の 水 を 使 用 す る 。
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　 薬 理 学 的 作 用 を 考 慮 す る と 、 提 案 し た 医 薬 消 毒 組 成 物 は 一 般 的 な 防 腐 特 性 を 示 す 。
　 防 腐 手 段 と し て 、 か す り 傷 、 裂 傷 、 切 り 傷 の よ う な 皮 膚 の 些 細 な 外 傷 の 治 療 の た め に 本
組 成 物 を 使 用 す る 。
　 前 記 疾 患 の 治 療 で は 、 本 医 薬 組 成 物 の １ ～ ３ ％ 溶 液 を 使 用 す る 。 治 療 の た め 、 損 傷 場 所
を 溶 液 で 洗 う 必 要 が あ り 、 或 い は 溶 液 で 処 理 し た 包 帯 を 上 か ら か ぶ せ る べ き だ 。 必 要 に 応
じ て こ れ ら 手 順 を 数 回 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 〔 提 案 医 薬 組 成 物 を 防 腐 手 段 と し て 使 用 す る 実 施 例 〕
　 体 に 種 々 の 複 雑 さ の 皮 下 創 傷 を 有 す る 50名 の 患 者 に つ い て 救 急 ス タ ッ フ が 本 医 薬 組 成 物
の 試 験 を 行 っ た 。 創 傷 治 療 の す べ て の 場 合 に 、 創 傷 の 表 面 の み な ら ず そ の 周 り の 皮 膚 を 提
案 医 薬 組 成 物 の ３ ％ 溶 液 で 処 理 し た 包 帯 で 汚 れ を き れ い に し て 洗 浄 し た 後 、 同 一 溶 液 中 で
処 理 し た 包 帯 を 当 て た 。 す べ て の 場 合 に 創 傷 の こ の よ う な 処 理 は 一 次 感 染 か ら 創 傷 を 保 護
す る と い う 目 的 の 最 良 の 結 果 を 示 し た 。 逆 の 徴 候 の 症 例 は な か っ た 。
　 防 腐 手 段 と し て の 提 案 消 毒 医 薬 組 成 物 は 、 良 い 治 療 作 用 の み な ら ず 、 適 用 の 簡 単 さ を も
特 徴 と す る 。 実 際 の 適 用 は 、 防 腐 剤 と し て の 提 案 組 成 物 が 同 群 の ホ ウ 酸 や サ リ チ ル 酸 よ り
も ず っ と 強 く か つ 活 性 で あ る こ と を 明 白 に 示 し た 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 提 案 発 明 の 医 薬 組 成 物 を 得 る た め 、 化 学 プ ラ ン ト の 残 渣 触 媒 （ 他 の 化 合 物 と の 混 合 物 中
に 50％ 以 上 の 輝 鉄 鉱 を 含 有 す る ） を 使 用 す る 。 こ の こ と は 本 出 願 で 提 案 す る 消 毒 手 段 を 得
る た め の 重 要 な 経 済 的 必 須 条 件 で あ る 。 同 時 に 、 本 組 成 物 を 得 る 技 術 的 方 法 は 簡 単 で あ り
、 複 雑 な 装 置 や 設 備 を 必 要 と せ ず 、 そ の 結 果 、 化 学 的 観 点 か ら 、 異 な る 作 用 機 構 を 有 す る
消 毒 薬 の 特 性 を 示 す ユ ニ ー ク な 化 学 的 性 質 を 備 え た 医 薬 組 成 物 が 得 ら れ る 。 本 組 成 物 は 、
ア イ テ ム の 表 面 が 高 分 子 有 機 物 質 で 有 意 に 汚 染 さ れ て い る 場 合 で さ え 高 品 質 の 殺 細 菌 及 び
殺 ウ イ ル ス 効 果 を 与 え る 。
　 濃 縮 組 成 物 を 希 釈 し て さ ら に そ れ を 適 用 す る 場 合 、 別 個 の 保 護 手 段 を 使 う 必 要 が な い 。
わ ず か な 量 の 弱 硝 酸 、 ア ン モ ニ ア 合 成 触 媒 廃 棄 物 残 渣 （ 他 の 化 合 物 と の 混 合 物 中 に 50％ 以
上 の 輝 鉄 鉱 を 含 有 す る ） 、 ク エ ン 酸 及 び エ チ ル ア ル コ ー ル 、 並 び に そ れ ら の 化 合 物 が 人 体
上 に 存 在 し て も 如 何 な る 負 の 作 用 を も 引 き 起 こ さ な い こ と は 注 目 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【 ０ ０ １ ６ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ７ 】
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【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【 ０ ０ １ ８ 】
【 表 ４ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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